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簗田寺だより
東向山
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開
門
日
和
の
イ
ベ
ン
ト
の
後
に
恒
例
の
ど

ん
ど
焼
き
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了

直
前
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
や
が
て
雪
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
竹
の
や
ぐ
ら
は
激

し
く
燃
え
さ
か
り
、
寒
い
夜
を
暖
め
て
く
れ

ま
し
た
。
荒
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
沢
山
の
皆

様
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
餅

を
焼
い
た
り
、
ふ
る
ま
い
の
お
酒
を
い
た
だ

い
た
り
と
楽
し
い
夜
に
な
り
ま
し
た
。

簗田寺住職書

二
〇
二
四
年

簗
田
寺
の

ど
ん
ど
焼
き

二
〇
二
四
年
一
月
十
三
日
｜
簗
田
寺
境
内

春
号
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簗田寺住職書

◆
春
で
す
。
よ
き
種
を
う
え
ま
し
ょ
う
。
愛
語
と

笑
顔
、
当
山
日
常
の
声
の
か
け
あ
い
で
す
。

◆
山
作
務
〜
副
住
職
先
頭
に
「
檀
家
総
代
」

「
Y
A
T
O
の
手
入
れ
会
」
の
協
力
に
よ
り
丘
陵
が

美
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
協
力
は
体
力

の
関
係
も
あ
り
難
し
い
方
々
は
ど
う
ぞ
心
の
う
ち

で
拍
手
を
お
く
り
、「
あ
り
が
と
う
」「
ご
く
ろ
う

さ
ま
」
の
愛
語
の
こ
と
ば
を
お
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
簗
田
寺
を
囲
む
人
々
の
志
の
念
を
大
事
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
稲
荷
参
道
の
男
坂
、

女
坂
共
に
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。（
牧
野
仁

氏
寄
贈
）

◆
簗
田
寺
職
員
増
え
ま

し
た
。
挨
拶
忘
れ
ず
に

か
わ
し
ま
し
ょ
う
。

　
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
春
の
お
彼
岸
は
三

月
十
七
日
（
日
）
か
ら
三
月
二
十
三
日
（
土
）
ま

で
の
七
日
間
で
す
。
お
彼
岸
中
日
で
あ
る
三
月
二

十
日(

水
・
春
分
の
日)

に
は
、「
お
彼
岸
法
要
」

と
出
店
な
ど
が
集
う
「
H
A
L
H
I
G
A
N
〜
簗

田
寺
の
春
彼
岸
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。
出
店
で
は
、

キ
ッ
ズ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
お
弁
当
販
売
、
ド
リ

ン
ク
販
売
、
焼
き
菓
子
販
売
、
占
い
や
禅
体
験
、

音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
の

催
し
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
十
時
よ
り

法
要
を
開
始
い
た
し

ま
す
。
各
自
ご
先
祖

様
を
偲
び
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
出
店
一
覧
（
二
月
時
点
）

【
フ
ー
ド
・
お
菓
子
・
飲
み
物
】
と
き
と
そ
ら
（
精

進
カ
レ
ー
）、
カ
ン
ガ
ル
ー
ズ
（
食
事
）、
食
堂

P
O
C
O(

台
湾
朝
ス
ー
プ)

、
W
O
L
D
（
焼
き

菓
子
）、a
r
o
h
a
p
o
n
o（
ビ
ー
ガ
ン
焼
き
菓
子)

、

タ
ワ
リ
シ
チ
（
お
酒
・
ジ
ン)

、C
O
N
Z
E
N
（
コ
ー

ヒ
ー
）、
野
点

【
物
販
】
y
a
g
i 

r
o
u
s
o
k
（
和
蝋
燭
）、

z
i
z
i
z
i
（
ニ
ッ
ト
）、
D
a
i
l
y 

P
r
a
c
t
i
c
e 

B
o
o
k
s
（
本
屋
）、
h
i
t
o
r
i
c
c
o
（
ね
ん
ど

作
家
）、y
o
c
k
a （
靴
下
）、h
a
n
a
z
u
n
a
（
お
花
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】
調
え
る
ヨ
ガ
（
講
師

8
m
a
r
b
l
e
.
y
o
g
a
主
宰
m
i
c
h
i
k
o

添
田
路
子
）、Y
A
T
O
の
手
入
れ
会
（
楽
し
い
ゲ
ー

ム
）、
ま
と
い
（
お
香
）

【
そ
の
他
】
マ
ヤ
暦
診
断
（
小
林
マ
ナ
さ
ん
）、
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ラ
ー
診
断
（
志
村
香
織
さ
ん
）、・
体
計
測
（
絵

画
展
示
と
グ
ッ
ズ
販
売
）、
R
不
動
産
、
坐
禅
会

〔
行
事
〕

昨年のHALHIGAN / ICHIライブ

１０
時
　
春
彼
岸
会
法
要

１１
時
　
出
店
、
禅
体
験
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
開
始

１３
時
　
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

１５
時
　
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

１６
時
　
閉
門

◉ 

入
場
無
料

（
お
布
施
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。）

場
所
　
　
簗
田
寺
境
内
広
場

※

変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

‚
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心を形として次代に伝える

・
お
盆

・
施
餓
鬼
会

 

（
秋
分
の
日
）

・
春
秋
彼
岸
会

・
葬
儀

・
法
事

  

菩
提
寺
で
親
族
だ
け

   

で
も
ど
う
ぞ
。

・
親
し
き
者
と
会
食
す
る
。

　
※
法
事
時
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
年
回
忌
に
あ
た
る
家
は
塔
婆
一
本
で
も

  

お
花
だ
け
で
も
あ
げ
る
。

・
遠
方
の
方
は
宿
坊
で
宿
泊
で
き
ま
す
。

  

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
日
曜
参
禅
会
は
五
十
年

  

続
け
て
い
ま
す
。

　
※
日
曜 

朝
八
時

　
　
第
一
日
曜
の
み 

朝
五
時
〜

・
縁
日
（
開
門
日
和
）
に
は
野
点
茶
席
、

  

参
禅
体
験
を
ど
う
ぞ
。

・
ど
う
ぞ
山
内
野
草
木
を
使
っ
て
お
香
を

   

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
季
節
ご
と
の
物
語
を
味
わ
う
静
か
な

時
間
と
空
間
。
月
替
わ
り
の
季
節
の
斎

座
御
膳
を
ご
用
意
。
簗
田
寺
の
自
然
を

眺
め
な
が
ら
、
月
に
思
い
を
馳
せ
た
色

と
り
ど
り
の
野
菜
料
理
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

◎
営
業
日 

㈮
㈯
㈰ 

十
一
時
半
〜
十
四
時
半

    

ご
予
約 

☎
〇
四
二
ー
七
九
一
ー
〇
六
〇
二1 月 龍王が池御膳

1 月 開門日和の様子

精
進
食
堂 

と
き
と
そ
ら

　
簗
田
寺
の
か
た
わ
ら
に
あ
る
白
い
建
物
「tem

」
に

て
開
業
。
簗
田
寺
の
里
山
に
生
き
る
た
お
や
か
な
草
花

を
摘
み
、
花
生
け
の
お
教
室
や
リ
ー
ス
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
草
花

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

暮
ら
し
の
提
案
を
し
て

い
ま
す
。

◎
営
業
日 

㈪
㈮
㈯ 

    

十
二
時
頃
〜
十
七
時

花
綵  hanazuna

　
禅
寺
の
宿
坊
を
贅
沢
に
一
棟
貸
し
で
。
谷
戸
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
お
寺
で
、
禅
体
験
を
通
し
て
心
静
か
に

自
分
と
向
き
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。忙
し
い
日
々

の
な
か
で
つ
い
つ
い
忘

れ
が
ち
な
心
の
中
の
余

白
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

◎H
P: 

宿
坊 
泰
全  taizen

https://ryoudenji.net/taizen

　
土
地
と
人
と
を
結
ぶ
。
自
然
と
の
関
わ
り
あ
い
の

中
で
お
香
を
作
っ
て
い
ま
す
。
簗
田
寺
に
生
き
る
草
、

樹
、
花
、
湧
水
な
ど
が
材
料

で
す
。
一
緒
に
お
香
作
り
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
営
業
日 

㈮
㈯
㈰

　
お
昼
頃
〜
夕
方
頃

　
代
金
は
お
気
持
ち
で
。

ま
と
い m

atoi
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簗田寺の雪景色（２月６日）

宿坊「泰全」から見える美しい朝日
　（１月１４日）

◆
高
齢
・
少
子
社
会
を
ど
う
の
り
き
る
か
、

現
代
の
課
題
で
す
。（
お
寺
に
と
っ
て
も
）

で
き
る
だ
け
お
顔
を
お
寺
に
直
接
お
出
し
く

だ
さ
い
。

◆
墓
地
も
継
承
者
が
交
代
す
る
場
合
、
寺
の
事

務
所
に
ま
ず
ご
相
談
届
出
を
下
さ
い
。
墓
地
管

理
料
を
十
年
以
上
無
断
で
滞
納
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
墓
地
整
理
も
含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
墓
じ
ま
い
さ
れ
る
方
は
、
使
用
区
域
を
空

地
に
し
て
お
返
し
く
だ
さ
い
。
一
処
の
碑
に

ご
遺
骨
を
移
動
す
る
こ
と
も
考
え
の
中
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

◆
簗
田
寺
周
辺
は
ま
す
ま
す
都
市
化
の
様
相

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。（
瑠
璃
光

墓
苑
前
に
は
薬
を
中
心
と
し
た
売
店
が
開
く

為
工
事
中
で
す
。）

◆
谷
戸
の
よ
き
環
境
を
で
き
る
だ
け
長
く
今

後
も
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
谷
戸
は
「
中
世
」
よ
り
「
堂

屋
敷
谷
戸
」
と
古
名
が
あ
り
江
戸
幕
府
に
も

そ
う
届
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
元
簗
田
寺
地
域
内

・
㈳
し
ぜ
ん
の
国
保
育
園
（
０
歳
か
ら
）

・
㈻
町
田
自
然
幼
稚
園
（
１
歳
か
ら
）

〔
偶
感
〕

〔墓地管理料についてお願い〕

２０２４（令和６）年度の墓地管理料の納入時期が来ましたのでお知らせいたします。

一処の碑をご利用の方は不要です。当寺に墓地のある方のみ、最寄りのATMなどで下記の銀行にお振込みをお

願いいたします。すでにお振込みの方は行き違いの故、お許しください。

※お振込みの際は、必ずお手紙の宛先と同じご名義フルネームでお振込みいただきますようお願いいたします。

※「一処の碑」納骨者及「個人墓地納骨堂所有者」等の方々は管理料は必要ありませんが、中元・歳暮等の付

　け届けによる支援は当寺を支える為、今後もお願い申し上げます。

※当山墓地の代表者名称変更（姓が変わるなど）の場合は必ずお届けください。

※直接のご家族以外のご親族でも交代の場合は芳志をお納めください。

※届出なしの納骨はお断りいたします。

※第三者の譲渡はできません。

管理料：年額　１０，０００円
振込先：三井住友銀行　町田支店（８４７）　（普通）６６０５８５８　宗教法人 簗田寺

・
発
達
相
談
所
み
ん
ぐ
る

・
山
崎
小
内
に
て
学
童
保
育
所
（
小
学
生
）

・
そ
の
他
（
幼
保
）
の
子
ど
も
た
ち
の
施
設

を
い
く
つ
も
市
内
や
市
外
で
も
運
営
し
て
い

ま
す
。
ま
た
町
田
駅
前
に
日
本
語
学
校
が
あ

り
ま
す
。


